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資料１－２



第1回確認会議資料 説明資料４－２のp.４８を一部改訂

更問１：最大主応力と最小主応力２つの応力の平均応力がダクティリティインデックスだと理解していることから、最大主応力と
最小主応力の方位を示していただきたい。
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有識者２－２



更問２：透水係数に関しては、側壁面と底盤部で例えば２桁ぐらいの非常に大きな差があることから、その透水試験結果のばら
つきなどを確認するためにも、透水試験を行った具体的な場所も示していただきたい。

有識者２－２

ＤＩの経験式を用いたEDZの透水性予測 ⇒実測値と概ね整合

透水試験の実施個所

A-A断面

EDZを対象とした透水試験区間 透水試験は、3本のボーリング孔の試験区間で実施しました。
EDZの領域に対応する試験区間
坑道の側壁部分：

H2-1孔の区間5
H4-2孔の区間5
坑道の底盤部分：

H3-2孔の区間3、4

これらの4区間の位置は、数値解析結果の絵上では○に相
当します。
透水試験は、4年以上にわたって6～7回定期的に実施しま
した。各試験の結果をグラフに示しました。
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（Aoyagi & Ishii, 2019, Rock Mechanics and Rock Engineering, vol.52, pp.385-401に加筆）

第1回確認会議資料 説明資料４－２の追加資料


